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佐賀大学文化教育学部附罵特別支援学校校長粟原 淳
本校は，昭和53年(1978)に創立され， 30年毘を迎えました。創設以来，本校の研究は実践研
究の「積み上げJ裂を基本スタイノレとして，その成果を報告してきました。
近年は，見童・生徒の現在及び将来の豊かな社会生活をめざして， 4期にわたって実賎に取り
組んできました。研究の経緯は以下の通りです。
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教育支援の在り方j
第8期(平成14年"-'15年) r豊かな社会生活への移行をすすめるための小中高一貫した個別の教育
支援の在り方j
第9期(平成16年"-'17年) r豊かな社会生活への移行をすすめるための個別の教育支援システムの
構築をめざしてj
平成19年度より校名が佐賀大学文化教育学部鮒属特別支援学校と変わり，地域の特定IJ支援教育
へのセンター的役割を一層推し進めて参りました。
また，平成18年に f障害者自立支援法j が施行され，障害のある人たちの生活や就労様式が，
大きく変わりつつあります。私たちはこの法律を理解し，児童・生徒の卒業後の生活のイメージ
を本人・保護者・関係機関とともに正確に築きながら，将来の生活がより豊かなものになるよう
に取り組んでいかなくてはなりません。
そこで，これまでの研究の流れを踏まえて，第X期(平成18年一20年)の研究では，“豊かな
社会生活への移行をすすめる小中高一貫した教育支援の追求"を主題としました。本校の学習の
場面では豊かな社会生活を，職業(日中活動を含む)生活・家庭生活・余暇活動の3つでくくり
本人の特性にJ;t;じてバランスよく構成した「はたらく生活j と言う言葉で用いています。小学部
では“将来の「はたらく生活Jを見据え自立をめざす教育支援の迩り方ぺ中学部では“将来の
「はたらく生活j につながる支援の在り方ぺ高等部では“安定した fはたらく生活Jをおくる
ために"をテーマとして，児童・生徒の発達の段階と学部の特性を踏まえて研究を進めてきまし
た。
今回の研究発表は， 3年需の研究期需の最終年にあたり，これまでの取り組みの全てを紹介さ
せていただきます。そして，本日ご参会いただきました先生方のご意見やご指導を賜り，吏に今
後の研究を発展させて参りたいと思っております。
本研究報告に捺しまして，後援いただきました佐賀来教育委員会，佐賀市教育委員会，佐賀県
特別支援教育研究会の各位に深く感謝の意を表します。更に記念講演をいただきます愛媛大学
教育学部教授上興一世先生をはじめとして，指導・助言者の先生方に厚くお札申し上げます。
おわりに，本校の教育実践に日頃からご指導，ご協力いただいております関係機関の方々，並
びに保護者の方々の献身的なご協力に対して心から感謝申し上げます。
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第 1 章
全校研究の概要
第 10期研究の取り組み
1 研究テーマ
豊かな社会生活への移行をすすめる小中高一貫した教育支援の追求
一将来の「はたらく生活Jをめざして一
小学部 将来の「はたらく生活j を見据え自立をめざす教育支援の在り方
一克童期を「はたらく生活j の基礎作りととらえて一
中学部 将来の「はたらく生活jにつながる支援の在り方
一校外作業を通して一
高等部 安定した fはたらく生活j を送るために
一個別のニーズ、に応じた支援の在り方一
2 テーマ設定の理由
社会構勢
平成14年から始まった捧害者基本計画では，障害者の社会への参加参画の一層の推進をめざし，
社会のバリアフリー化の推進，利用者本位の支援の展開，障害の特性を踏まえた施策の展開が進
められてきた。平成16年の樟害者基本法の改正において，障害者の f自立及び社会参加の支譲J
を進めるための施策を展開させていくことが明記され，現在に至っている。そして，障害者基本
法の理念に基づき， r障害者自立支援法jが平成18年より施行されたことで，障害者の地域生活と
就労，自立を支援するために具体的な施策が取り組み始められた。
本県においては， r佐賀県新樟害者プランJ(平成16年3月策定)をたて，ノーマライゼーション
とリハゼリテーションの理念のもと，すべての人がお互いの倍性を尊重し，支え合いながら生き
生きと生活し，社会参加，参画できる社会をめざした取り組みが行われている。
教育の分野においては，平成11年12月に「初等中等教育と高等教育との接続の改善についてj
の答申の中で「キャリア教育j の必要性がうたわれ，特別支援教育においても児童・生徒の将来
の豊かな生活をめざした支譲が取り組まれている。
平成15年には， r今後の特別支援教育の在り方について(最終報告)Jがまとめられ，捧害の種類
や程度に~じ特別の場で指導を行う「特殊教育j から，通常の学級iこ在籍する LD.ADHD'
高機能自閉症等の児童・生徒も含め，障害のある児童・生徒に対して一人一人の教育的ニーズ、を
把握し適切な教育的支援を行う「特別支護教育j への転換を図ることが提言された。これを受け，
f彊3
'
Jの教育支援計藍j の策定，特別支援教育コーディネーターの設置，広域特別支援ネットワ
ークの推進が進められることとなった。平成17年12月には r特別支援教育を推進するための制
度の在り方について(答申)Jが出された。
平成19年4月に改正学校教育法が施行され，今年度で特別支援教育の本格実施2年目となる。児
童・生徒の自立した豊かな社会生活をめざして，全ての特別支援学校や特別支援教育において更
に充実した取り組みがなされてくるであろう。
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(1) これまでの研究経過
本校では「教育実践の成果は，克童・生徒の学技卒業後の生活のありように表れるj という思
いのもと，社会情勢や教育施策を踏まえ，児童・生徒の実態や特性に応じ，さらに将来の生活を
見据えたよりよい教育支援の在り方を求め， 10期30年聞に渡って実践研究に取り組んできた。
これまでの本校研究の涜れは，下記のように表すことができる。
第 1期 1978-本校の児童・生徒の実態に応じた教育課程の編成と実践
1980 一社会生活適応能力の向上育成をめざす教育一
第 2期 1981 本校の児童・生徒の実態に応じた教育課程の縞成と実践「領域教科を合わせた
指導j
1982 本校の児童・生徒の実態に応じた教育課程の編成と実践「教科(国語算数数学)， 
養護・訓練の指導)J 
1983 本校の児童・生徒の実態に応じた教育課程の編成と実践「特定IJ教育活動・道徳
の指導j
第3期 1984- 「先輩・生徒の特性に適合した教育実践の姿Jとはどのようなものか
1988 一指導法，指導の場及びその実践構造一
第4期 1989-変容の実感(その 1はたらく)
1995 一小中高各学部，家庭，地域のそれぞれの実践を交流し合いながら“はたらく"
ことをテーマにした生活づくりをすすめる一
第5期 1996- f自立をめざす小中島一貫した教育課程の編成と実践j
1997 
第6期 1998- f社会生活への移行をすすめるための小中高一貫した教育支援の在り方J
1999 
第 7期 2000- 「豊かな社会生活への移行をすすめるための一人一人のニーズに応じた教育支
2001 援の在り方j
第8期 2002- 「豊かな社会生活への移行をすすめるための小中高一貫した個別の教育支援の
2003 在り方J
第 9期 2004- f豊かな社会生活への移行をすすめるための個別の教育支援シスァムの構築を
2005 めざしてJ
第10期 2006-豊かな社会生活への移行をすすめる小中高一貫した教育支援の追求
2008 一将来の「はたらく生活j をめざして一
(2) 今期研究のテーマ!こついて
本校では教育実践の成果はz 児童・生徒の学校卒業後の生活のありように表れるJという
思いのもと，現在の充実した生活と，一人一人の児童・生徒にあった自立及び社会参加をめざし
てきた。そのために各学部が連携をしながら児童・生徒の発達段階・発達年齢に応じた教育課程
を編成し，支援を行っている。これまで，本人・保護者が自立した将来の豊かな社会生活(fはた
らく生活J)を日常生活の中で意識しイメージを持つことで，卒業後の社会生活へのスムーズな移
行をめざしてきた。
学校教育と職業生活の接続の改善を意識し，キャリア教育が特別支援教育においても求められ
ている中で，本校では生徒・保護者の進路希望を確実に叶えるべく，計画的な教育課程による授
業実践を行い，これまでの就労の実績を上げてきた。しかし，近年次のような社会情勢の変化と
本校の現状が伺え，その対応の必要性を強く感じてきた。
- 2 -
O~章害者自立支援法の施行により，揮害のある人たちの就労や社会参加への新しい考え方が示
され，これまでの制度やサーどス利鰐の手続きも大きく変わりつつある。また，今の社会の現状
に応じた障害観・自立観が求められている。
0年月の経過とともに，これまで続けてきた取り組みの目的や患いが唆味になり，職員関・学
部開で意識の差が見られる。
以上のことから，我々は次のことを確認し共通理解した。
-現在の教育課程のもとで、行っている教育活動の当初の躍的や願いを確認し，児童・生徒への
支譲の方法を再度確認する。
-新しい障害観・自立観を全職員で共通に理解し，児童・生徒の充実した今の生活が，将来の
豊かな社会生活につながることを意識しながら，発達に応じた教育活動を小中高で連携しな
がら取り組む。
・障害者自立支援法の言的や運用を理解し，それに伴う，児童・生徒の将来の姿を本人・保護
者とともに共通にイメージを持つ。
また，昨今卒業後の就労がクローズアップされている。中でも卒業後の一般就労の割合が取り
上げられ，数値目標達成を求められているところもある。意欲と能力がある生徒がー殻就労を叶
えられないことは問題であるが，全ての生徒がそれを望んでいるわけではない。私たちは一人一
人の児童・生徒の卒業後の生活，人生の質の向上を意識し，本人・保護者が望む将来の豊かな社
会生活への支援をめざしている。
そこで，これまでの本校の考えと方と取り組みを活かしながら，今期は将来の「はたらく生
活Jを切り口としながら，教育課程や教育内容・教育支援の在り方を検討していく。そして，小
学部・中学部・高等部が一つの思いのもと，どのように支援を引き継ぎながら連携しているかも
許せて明らかにしていきたい。
以上の理由により，今期研究テーマを f豊かな社会生活への移行をすすめる小中高一貫した教
育支援の追求J-将来の「はたらく生活Jをめざしてー として研究に敢り組むことにした。
また，本校が平成17年より敢り組み始めた f個別の教育支援計画Jについては，前期研究の反
省の中で『よりよい活用ができる「個別の教育支援計画jの在り方の検討』があげられている。
今期研究の中でこれまでの活用状況の調査を行い，今後の取り組みに活かしていきたい。
今期研究を理解する上でのキーワードについては以下のように捉える。
{豊かな社会生活 1
現在及び将来において，社会生活(家庭生活，職業生活，余暇生活)が，その人らしくバラン
スがとれ充実している生活のこと。(第7期)
【はたらく]
狭義では，生産やサービスの業務に携わり給金を得るために労働すること。広義では，将来の
生活において児童・生徒一人一人が必要な支援を適切に活用しながら，目標をもって自分の力を
発揮して活動すること。
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Eはたらく生活 1
将来の豊かな社会生活を職業生活・家庭生活・余暇生活の3つのカテゴリーに大思IJし，はたら
くこと(自中活動を含む)を13の生活の中心におきながら本人の特性に応じてバランスよく構成
した生活である。豊かな社会生活と同じ意味合いで揺いており，本校の学習の場麗では，より
感的でイメージしやすいこちらの言葉を用いることが多い。
【就労 1
事業所への一般就労と，自立支援事業所及び従来の福祉施設のサービス利用・日中活動を含め
て就労と呼ぶ。
E務行}
中等教育段階から社会への段階つまり卒業後のみだけではなく，小学部から中学部，中学部か
ら高等部へと縦に連続していく段階も含む。さらにこの各段階において，学校で達成された成果
が家庭や地域社会での実践へとつながり，現在の生活が広がっていくことも「社会生活への移
行j の一部ととらえる。
{小中高一貫]
目的(学校教育目標)に応じた教育を縦続的・効果的に行うために，小中高で共通に理解した
基本的な方針・方法・態度・考え方を持って教育活動を進めることをいう。本校では小中高一貫
した教育支援の根幹を，次の4項目ととらえている。“「個別の教育支援計画Jr個別の指導計画j
を活かした支援円“倍人ファイノレを活用した支援"“保護者，関係機関，学校との協働による支
援"“Plan-Do-Seeの精神"
E般化}
本来，心理学の舟語であるが，特別支援教育の中では fある場面における支援によって行うこ
とができるようになった行動が，他の場面でも使えるようになるj ことをいう。
E自立]
本来は，他の助けや援助なしに自分一人の力で物事を行うことを言うが，あらゆる事柄を全て
一人だけで行うことは不可能である。全ての人は，お互いに補い合い助け合って自立をしている。
障害者にあっても同じことで，自分の力と支援を併せることで支障なく活動を行うことができる
なら，私たちはそれを自立と考える。全ての児童・生徒に支援なしの自立を求めるのではなく，
実矯に応じた形の自立をめざしている。
{障害〕
私たちは誰もが，それぞれの克服できない性格や行動，特有な感覚を持っている。多くの場合
は，そのことによっておこる問題や閤難さを，告主的または援助を受けながら回避・克服をする
ことで対応している。入によっては対応が困難な場合があるが，自的に応じた支援を受けること
で支障なく生活を送れる場合も多い。障害とは f状態Jであり，固定的なものではなく，屑囲の
環境と本人の価値観(生き方)で変化するものである。つまり，障害とは圏難を来している状態
が，支援や環葉への働きかけにより支障がなくなればまたは，生活の中にその状況が発生しない
のであれば，それは自立であると考える。
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今期研究においても，特別支援教育にかかわる動向やこれまでの研究経過を活かしながら，
・これまでの取り組み，成果をふまえた積み上げ型研究
-児童・生捷の実態，特性及びニーズに応じ児童・生徒の生活に即した教育支援
・家庭，地域社会，関係機関との協働
を継続しながら研究を進めていきたい。
まず教育課程及び教育内容の検討については，研究紀要をはじめとする研究の記録を参照、に，
その時々の社会情勢や韓害観自立観に基づく教育課濯の編成の流れについてまとめる。その上で，
豊かな社会生活への移行をめざす，今後の教育内容や支援の在り方について「はたらく生活Jを
中心に検討したい。
教育課程及び教育内饗の検討と問時に，実践に基づく「個別の指導計画Jのより一層の有機的
な運用と，家庭や地域・関係機関と協働した支援の在り方についても検討を深めたい。
さらに教育支援を充実させるために，支援ネットワークの充実を図っていきたい。
3 諦究の内容
(1) 全校研究
ア 数膏諜器及び教育内容の充実
(f) 本校における小中高一貫した教膏支援のとらえ方
(イ) 本授における教青課題及び教帯内容・教青支援の変遷
(ウ r立たらく生活j をめざす小中高一貫した支援
イ F個別の指導計画j の充実
(f) r個別の指導計画jの取り組みと教膏謀韓とのつながり
(イ ICFの理解と「鶴見IJの教書支援計廼Jr個別の指導計画j との関わり
ウ ネットワークの充実
(ア) 移行支援を含めた設内・地域との違携
(イ) 他学部の理解を深め違講を進める取り組み
(ウ r個践の教膏支援計画Jの活舟の現状
(2) 学部研究
ア 教育課程及び教膏内容の検討
イ F個別の指導計画j の充実
ウ ネットワークの充実
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4 研究の方法
全校研究のテーマに基づき，全校研究にかかわる内容を全体研究会で提案し，検討，実施しながらまと
めていく。また，本校における教青支援の3つの柱(教育課程および教青内饗における支援， r値]3IJの指導
計画jにおける支援，ネットワークの構築による支譲)について，全校研究のテーマ・内容を受け，学部研究
会を主体として学部研究(事例研究含む)を推進する。
5 研究計画
年間を通して下記のように定期的に研究を進めるための会議を持つ。
蓄量研究部会;火曜日(月3"-'4自)・・・全学部の研究部員が集まり学部の取り組みや調整を話し
合う。
義勢学部研究会;水曜日(毎週14:00-)・・・学部の研究の方向性を確認、し実践の話し合いを行
フ。
審研究推進委員会(月 1-2回)・・・全校・学部研究への助言と研究発表会の企画推進
鐙全体研究会(年需3-5冨)・・・全校・学部研究への意見交換。
年|月| 名称 | 主な内容
4 I新任者研修会
平 I5 I第l回全体研究会
成 I6 I第1回特別支援教育研修会
18 I 7 I第2回全体研究会
年 I8 I第2呂特別支援教育研修会
度
111職員新修
12 1第3回全体研究会
1 1職員研修
J I学部開情報意見交換会
3 1第4回全体研究会
4 1新任者研修会
J I職員研修
平 I6 I第l回特別支援教青研修会
成い， I職員研諺
同 I7 I第5回全体研究会
年 I8 I第2回特別支援教育研修会
度 I9 I職員研修
10 I職員研修
111職員研修
本校研究のあらましの説明
前期研究ふまえた今期研究の方向付け
発達障害のある児童生徒の認知や行動について
研究テーマや研究内容の方向付け
障害の特性に臨した教育課程とアセスメント占づ
く教育支援について
出張・研修会参加報告
研究テーマ・内容・方法の確認と意見交換
検査法講習会 ;AAPEPの理論と活用
「はたらくJに関わる事例研究会
第10期硯究1年次のまとめ
今期研究の概要説明
障害特性と特性に応じた支援について
就労支援を含む移行支援について
障害者自立支援法について
全体研究・学部研究の報告と意見交換
研究推進
学部実践
自陣鹿児童・街志乃枕t弗bら青雫期までの一貫した支援
てんかんや発達障害の児童・生徒の理解
小学部職員の高等部現場実習参観
検査法講習会;AAPEPの検査の実践
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1 職員研修 他学部の授業参観
12 学部間情報意見交換会 授業参観を通しての勉学部の理解
第6回全体研究会 全体研究・学部研究の報告と意見交換
2 第10期研究中間報告会 研究テーマに対する全体，学部の報告 中間報告資料
3 第7回全体研究会 第10期研究2年次のまとめ
4 新任者研修会 今期研究の概要説明
1 職員研修 障害特性に応じた支援の実践
平 5 第8回全体研究会 今年度の研究の方向性の確認
成 6 第1回特別支援教育研修会 特別支援教育におけるジョブコーチ的支援
20 1 職員研修 地学部の授業参観
年 7 学部開清報意見交換会 授業参観を通しての他学部の理解
度 1 職員研修 検査法講習会;田中ピネーVの変更点と検査の実践
8 第9回全体研究会 3年間の取り組みの全体検証とまとめの方向性
1 第3回特別支援教育研修会 障害のある子洪の豊かな暮らしを実現するための学校
と特別支援教青コーデ、イネーターの役割
9 第4限特別支援教育研修会 発達障害児への脊効な特別支援の授業スキル
1 第10回全体研究会 第14回研究発表会リハーサノレ
1 第14回研究発表会 第10期研究報告(全体会，分科会)研究紀要第14集
3 第11回全体研究会 第14回研究発表会報告
1 学校評議委員会 学校評議委員への第14由研究発表会の報告
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